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概要 

新型コロナウイルス流行に伴い、遠隔授業が広く普及したことで、従来、対面で行ってい

た講義やグループワークがオンラインへと移行した。しかし、遠隔授業では、対面授業に比

べて双方向性を持った教育を行うことが難しく、教員が一方的に講義を行う形式になりやす

い。そこで、２年次に開講される「急性期看護援助論」において、オンデマンドとオンタイ

ムを併用し、双方向性を持った授業を展開することができたため、報告する。 

 

1. はじめに 
新型コロナウイルス流行に伴い、教育の形

態は大きな変化を遂げた。これまで学生は教室

に集合し対面で講義やグループワークを行なっ

てきたが、近年ではオンラインビデオツールな

どを用いた遠隔授業が広く普及した。 

2020 年 9 月に全国 1060 校の大学を対象に、

文部科学省が行った調査 1)では、2020 年度後期

の授業を「対面・遠隔を併用」すると回答した

大学は 849 校（80.1%）であり、ほとんどの大

学で遠隔授業が導入されている。 

さらに、遠隔授業の質の確保のために留意

している事項については、855 校中 744 校

（87.0%）が「双方向性を確保」、523 校

（61.2%）が「学生の意見を反映」に留意して

いた。このように多くの教育機関で双方向性を

持った教育が重要視されている。 

しかし、講義形式の遠隔授業では対面での

授業と比較して学生とのコミュニケーションが

取りづらく、双方向性を持った教育には障壁が

ある。これまでの授業形態と大きく変わったこ

とで授業中の気軽な質問や思考プロセスを発表

してもらうということにも障壁が生まれている

と体感している。そのため、教員が授業内容に

ついて一方的に講義する形式になりやすく、学

生の集中力を保つことや、思考力を育むことに

困難さが生じている。 

そこで、本稿では筆者が担当した科目の中

で、「動画教材を用いたオンデマンド型の事前

学習課題」「オンラインアンケートサービスを

用いたオンタイムでのコミュニケーション」

「授業のリフレクションシートと質問回答動画

の配信」といった 3 つの要素を授業に組み込む

ことで、オンデマンドとオンタイムを併用して

双方向の授業を展開することができたので報告

する。 

 

2. 授業概要 
2.1 科目の概要 
今回対象となった「急性期看護援助論」は、

２年次前期に開講される、2単位 30時間の必修

科目である。（１）急性期にある対象傷病者に

実施しなければならない蘇生術や処置などを含

む急変時の医療と看護を説明できること、（２）

突然発症した病態の侵襲と生体反応を理解し、

対象の回復過程（または終末期への過程）に応

じたアセスメントとケアについて説明できるこ

と、を目標としている。 

 

2.2 学生の背景 

対象学生は、１年次前期～後期にかけて解

剖生理学、１年次後期に病態生理学を履修し、

人体の構造・機能、病的な状態とその原因など、

疾病の成り立ちの基礎知識を修得している。２

年次前期からは、疾病治療に関する科目が通年

で開講されるが、急性期看護援助論の開講と同

時期であるため、学生は疾病治療に関する知識

が不十分なまま本科目を受講することになる。 

 

2.3 現状の課題 

看護について教授するためには、言うまで

もなく関連する臓器・機能についての解剖生理



学的な知識や疾患についての病態生理学あるい

は疾病治療についての知識が基盤として必要と

なる。しかし本学では、カリキュラムの性質上、

人体の構造と機能あるいは疾患についての病態

生理学的な知識について学生の準備状況が不十

分であり、疾病治療に関する科目を履修する前

に各論の成人看護学について学ぶことには困難

さが生じる。これは本カリキュラムに限ったこ

とではないが、看護を教授する上で、「看護の

基盤となる知識」の復習にどの程度時間を割け

るかという設計上の難しさと通じる。 

また、現状では事前学習が習慣化していな

い学生や理解が不十分な学生がいることが想定

される中で、学生の事前学習の取り組み状況に

ついて診断的評価を行う仕組みがなかった。さ

らに、基盤となる知識の修得を事前学習に委ね

た設計とすることによって、学生の準備状況を

均一に整えることが困難となり、授業について

こられない学生を生んでしまう可能性がある。 

上記の問題が生じないよう、重要な基盤知

識を授業時間内で取り扱おうとすると、最終目

標である看護実践に関する情報伝達の時間を削

ることとなってしまう。事前学習は当該授業の

導入となる部分であり、事前学習の段階で学習

の内的動機付けを行うことができなければ、主

体的な学びを達成することはできないと考える。 

また、授業時間内で伝えなければならない

情報が増えることによって授業時間内での学生

とのコミュニケーションの時間が削られてしま

う可能性がある。遠隔授業では特に学生からの

発言を引き出すためにはいくつかの PC 上での

操作が必要となるため余分に時間を消費してし

まう。また、学生間での密かなインフォーマル

なコミュニケーションが失われるために、自分

の考えたことや講義内で生じた疑問を他者に表

現・共有する機会が失われてしまっている。 

このような現状の課題から、「内的動機付

けを可能とする事前課題」「事前課題の取り組

み状況を確認する方策」「授業中の種々のコミ

ュニケーション」の 3 つについて解決する具体

的な取り組みを次項に報告する。 

 

3 具体的な取り組み 

3.1 動画教材を用いたオンデマンド型事前学習 

事前学習課題は単元の導入として実施され

ることとなるため、ここで内的動機付けが必要

となる。取り組みやすく学生の心理的な障壁と

ならない課題の出し方で、解剖生理学あるいは

疾病治療に関する知識の伝達を行いたいと考え、

教員が出演する講義動画を作成し、それを閲覧

することを事前学習課題とした。 

内容は前述の看護の基盤となる知識を取り

上げる他に、実際の臨床での体験や知識が活用

される場面を具体的に示した。 

1) 動画教材の概要と閲覧状況 

(1) 第 6 回 クモ膜下出血患者の看護 

頭蓋内臓器の構造と機能、クモ膜下出血の

病態を中心に講義形式で展開した。28 分 54 秒

の動画を Youtube®にアップロードした上で限定

公開設定とし、109 名の学生に対して本学の

LMSであるWebClass®を用いてURLを配信した。

全ての学生が授業開始までに動画を閲覧してお

り、授業開始までに 233 回動画が再生された。

定期試験までの期間に 273 回動画が再生された。 

(2) 第 12 回 消化器疾患患者の看護 

上部消化管を中心に消化器系の臓器の構造

と機能、栄養の分解・吸収の機序、胃がん手術

の術式を中心に講義形式で展開した。34 分 06

秒の動画を(1)と同条件で配信した。全ての学

生が授業開始までに動画を閲覧しており、授業

開始までに 202 回動画が再生された。定期試験

までの期間に 229 回動画が再生された。 

2) 動画教材作成時の工夫 

単元の導入となるよう取り組みやすさに重

点を置いて作成した。オープニング映像、BGM

や効果音を挿入し、近年流行している Youtube®

の動画を想起するような構成とした (図 1)。 
 

図 1 配信動画の構成の一部 

 

使用するスライドはスマートフォンなどの

小さな画面で閲覧されることも想定し、大きな

フォントで文字数は少なくなるよう配慮した。

また、セリフには全て字幕テロップをつけて音

声情報だけでなく、視覚的にも情報を読み取れ

るように作成した。動画作成環境については表

1に示す。 

表 1. 動画編集環境の詳細 

撮影機材 ロジクール社製 

Web camera C922n 

※ZOOM ミーティングを立ち

上げて、ミーティング画面

を録画する形で撮影 
動画編集 PC Apple社製 MacStudio 

動画編集 

ソフト 

Final Cut ProX ver.10.6.3 

Vrew ver. 0.12.1 



3) 取り組み状況の確認 

学生には事前に授業時間内で動画の内容に

ついての小テストを実施する旨を伝えた上で、

Microsoft Forms®を用いた小テストによって形

成的評価を行った。小テストは 5〜6 問程度で、

動画教材の中で触れた内容に関する看護師国家

試験水準の難易度のものとした。 

第 6回クモ膜下出血患者の看護では6問のう

ち平均正答数が4.7問であり、4問は正答率80%

以上であった。他の 2 問については正答率が

70%以下であったため、授業内で解説と補足の

説明を行った。 

第 12 回消化器疾患患者の看護では 6 問のう

ち平均正答数が 5.6 問であり、全ての問題にお

いて正答率が 90%以上であった。全ての問題の

正答率が高かったため、授業内では補足の説明

や解説は行わなかった。 

 

3.2 オンラインアンケートサービスを用いたオ

ンタイムでのコミュニケーション 

授業に関わるコミュニケーションには教員

からの問いかけに対して学生が回答する場面や

学生から教員に対して疑問点を質問し、それに

回答する場面などが想定される。その他にも休

み時間中に起こる教員と学生のインフォーマル

なコミュニケーションや学生同士で密かに行わ

れるコミュニケーションなどがあり、そのどれ

もが学生の学習に重要な要素となっている。オ

ンラインでは上記のコミュニケーションの全て

に障壁が生まれ、対面での授業に比べてコミュ

ニケーションの機会が損なわれている。 

上記の状況を改善するためにオンラインア

ンケートサービス「Slido®」を用いて教員から

の発問や学生からの質問をやり取りすることと

した。 

Slido®では教員が意図して発問を設定して

アンケート形式で学生とその結果を共有するこ

とができる。授業では常に 70%以上の学生から

の反応が得られ、学生同士での意見交換の機会

にもなっている。図 2 は手術後に集中管理され

ている患者の動画を配信し、その患者に対して

今自分がベッドサイドでできそうなことを問い

かけた結果の一部である。出席した 108 名のう

ち 77名からの学生の回答が得られた。 

また、設定したアンケート形式でのやり取

りとは別に、テキストチャットのやり取りを行

うことができ、授業の進捗に合わせて学生は疑

問点をその都度全体に共有することができる。

内容の一部を図 3 に示す。 

 

3.3 授業のリフレクションと質問回答動画配信 

これまで、授業中に質問を受け付ける時間

を十分に取ることができない、あるいは疑問点

を明確にできるだけの思考の時間を設定してお

く余裕がないといった理由から、学生との質疑

応答を十分に行うことができていなかった。ま

た、オンライン授業となったことで学生が発言

することには障壁が生じてしまっていると考え

る。 

その解決策として、授業終了後に WebClass®

を用いてリフレクションシートを設計し、出欠

確認を兼ねて授業のリフレクションを行なって

きた。このリフレクションシートには学生から

の質問が送られることがあり、次回授業の冒頭

の時間を使って一部回答を返してきた。しかし、

授業の時間が限られていることから多くの質問

に回答できず、多くの学生は教員に質問したが

返事が返ってこないという状況が生じていた。 

そこで事後学習課題として質問に対する回

答の動画を作成し、事前学習課題動画と同じ方

法で配信した。学生からの全ての質問に回答を

返すことができ、授業の時間は講義やディスカ

ッションに時間を割くことができた。また、質

問をしていなかった学生からは「他の学生がど

のようなことを疑問に感じているかを知ること

ができて勉強になった」といった反応があった。 

 
  

図 2.  Slido®を用いた学生への発問と反応 

 
 

図 3. 学生からのチャットの内容 

 

3.4 教員と学生のコミュニケーションの要素 

本設計の構成要素を図4に示す。教員は事前

に該当年次学生の準備状況を分析し、事前学習



課題動画を作成し、自らが出演することでメッ

セージを送っている。そのメッセージを受けて、

学生は地震の理解度を小テストに回答する形で

返している。そして、教員は小テストの結果を

もとに形成的評価を行い、学生の理解不足な点、

あるいは自身の説明不足があった点について補

足している。さらに、学生の正答率が高ければ

補足の説明の時間は取らず、授業を進めている。

授業前から授業開始直後の段階で学生と教員が

相互にメッセージを送り合っている。 

授業時間内では Slido®を介しての教員から

の発問と学生からの返答、学生からの質問に対

する教員からの回答のやりとりが行われている。

Slido®は無記名で意見を送信することができる

ため、学生は発言の心理的障壁が少ない。 

授業終了後に学生はリフレクションシート

を通して教員に対して質問を投げかけている。

教員はその質問に対して回答動画を作成し学生

に返している。全ての質問を取り上げて回答す

ることで、学生は自身の投げかけに対して必ず

教員からのリアクションを得ることができてい

る。 

最終的に期末試験によって総括的評価を行

っている。 

 

 

 

図 4 教員と学生の間で交わされたコミュニケーションの概念図 

 

3.5 学生の反応 

授業後のリフレクションシートに記載のあ

った、事前課題動画に関する感想と Slido®に関

する感想についてそれぞれ表 2,3 に示す。事前

学習課題動画は内容が理解しやすいこと、字幕

付きで学習しやすいと感じられたこと、小テス

トで確認できたことがよかったことなどが記載

されていた。Slido®に関しては他者の意見が共

有されたことが学びにつながったこと、無記名

であることが発言しやすさにつながったことな

どが記載されていた。 

 

4 本授業設計の成果 
今回授業設計に取り入れた3つの要素に関し

て、それらがもたらした成果について考察する。 

4.1 「内的動機付けを可能とする事前課題」 

内的動機付けを可能とする事前課題を想定

した時に重要視した点は、「自身が学習のスタ

イルを決定できる余地を作ること」と、「さら

に深めたいと思えるよう、内容が理解しやすい

こと」の 2 点であった。内的動機付けはこれま

でさまざまな検討がなされてきているが、Ryan

と Deci によれば 2)、内的動機付けに重要な要

素は自律性 (autonomy)と有能生(competence)

であるとされており、学習のタイミングや継続

時間を自身で調節でき、導入として易しい難度

の内容を親しみやすい設計で作成した動画のス

タイルは学習方法として内的動機付けを高める

ことに寄与した可能性がある。結果として授業

中に実施した小テストの正答率は看護師国家試

験問題の水準であったにもかかわらず 70〜90%

程度と高率であり、授業後のリフレクションに

は授業の内容をさらに深めたいとする質問が多

く寄せられていた。授業の導入で理解につまず

いた学生は、その後の展開について来られなく

なってしまうが、今回の授業で用いた事前課題

動画は授業の導入を平滑に進めることに寄与で

きたと考える。オンデマンド型の動画教材は活

用するタイミングや回数が自由であり、停止・

巻き戻し・早送りといった機能が自身の理解度 



  

表 2 事前学習動画に関連する感想の一部 

事前学習動画を観ましたが、字幕がついていて感動しました。 
事前動画があって分かりやすかったです。 
事前学習の動画が非常に分かりやすかったので、授業内容も理解しやすかった。 
事前動画すごく分かりやすかったです。復習しやすかったです。 
映像があると理解しやすいです。 
事前の予習動画はとても分かりやすく、字幕もついていて学習しやすかった。 
事前課題は動画付きで分かりやすかったです。 
確認テストでもほとんど正解できていたため、事前学習で理解が深まっていたことを実感し、

事前学習は改めて大切だと思いました。 
 

表 3 Slido®に関連する感想の一部 

slido でもみんなの考えを見ることができて勉強になった。一回の講義で学ぶことが多いので、

予習復習をしっかり行わなければならないと改めて感じた。 
slido が匿名なので、利用しやすかったです。 
slido を使いながら授業を受けることでみんながどのように考えているのかを見ることが出来た

のでいろいろな意見を知ることができ、楽しく授業を受けることが出来ました。 
Slido で誰かが質問しているのを読んで気になったのですが、術前に禁煙ができていない人がで

きていると嘘をついた場合、医療者には分かりますか。 
slido を用いて受講しましたが、他の学生の意見を見ることができるため自分の考えとは違う考

えを学ぶことができ、匿名であるため講義にも参加しやすかったです。 
QR コードによってスマートフォンで匿名で参加するタイプの授業形態は意見を出したりする上

でとてもやりやすかったです。 
名前が出ずに意見を述べられるアプリだったので授業に参加しやすかったです。 

に合わせて操作できる点が自律性を促進した可

能性がある。さらに、内容について理解できる

ことが有能性を促進する結果となったと考える。 

教科書や参考書で学習範囲を提示し、自己

学習を促すことは学習スタイルの自由度が高い

が理解することが困難な場合がある。しかし、

自己学習の難度を下げすぎてしまうと、

competence を高められる可能性はあるが、授

業を展開するには情報量が不十分となる可能性

がある。自律性と有能性の両者を適度に保つこ

とで、学生の主体的で深い学びの姿勢に繋げら

れたのではないだろうか。 

 

4.2 「事前課題の取り組み状況を確認する方策」 

事前課題の取り組み状況を確認する方法と

して、小テストを実施することは新たな取り組

みではない。この他にも教員が自作したワーク

シートを事前学習課題として提出させる方法な

どさまざまな工夫がされている。この設計の特

筆すべき点は、小テストの結果を学生と適時共

有し、正答率の低いものについては解説と補足

を入れ、正答率の高かった問題については触れ

ないという形のコミュニケーションが行われて

いるという点である。 

正当できた学生は自己効力感を高めること

ができ、全体で正答率が高かった問題を誤答し

た学生は自身の学習不足を振り返る機会となる。

これは、小テストを実施して回収し、全体の平

均点と自身の点数だけを返される形では達成で

きない成果であると考える。 

 

4.3 「授業中の種々のコミュニケーション」 

講義が一方的で聞き流せる設計になってい

ると学生は集中力を維持することが困難となる。

講義は 4±1 程度の情報塊を作って設計するこ

とで学生の記憶の定着を測りやすいと言われて

いる 3)。また、ボブ・パイク 4)が提唱する

「90/20/8 の法則」でも 8 分ごとに教員と学生

の対話を入れることが推奨されている。今回、

Slido®を用いて学生に発問することで講義のま

とまりを意識させることにつながったと考える。 

講義中に手を上げて発言すること、あるい

は遠隔授業においてマイクのミュートを外して

声を出すことは学生にとって非常に大きな心理

的な障壁となり得る。また、講義時間が過密な

設計になっている場合、学生が内容を自身の中

で噛み砕き、その後疑問が生じるという時間を

確保することが難しい。対面授業であれば、ふ

と疑問に感じたことや理解できなかったことを

隣席の学生同士で密かにやりとりしたり、授業



終了後に教員に尋ねに行くということができる

がオンライン授業ではそのようなインフォーマ

ルなコミュニケーションが失われている。

Slido®を用いることで無記名での意見表明がで

きるため心理的な障壁を軽減できていることに

加え、Slido®への投稿は授業の進行を妨げずに

思った時に思ったことを書き込めることが学生

の満足度につながったと考える。 

さらに、学生は学生同士の考えを共有した

いと考えていることがわかった。無記名で誰が

書いたのかわからない意見や質問に、同感し、

それに教員が応えることで学生の学びが深まっ

ていく可能性があると考えられる。 

 

4.4 総括的評価の結果 

急性期看護援助論では総括的評価としてオ

ンライン試験を行った。全 50 問で全体の正答

率は 68.0%であった。本稿の授業設計で行われ

た単元に関する問題は 50 問中 15 問で正答率は

75.0%であった。その他の 35 問の正答率は

64.8%であり、最終的な授業内容に関する理解

度が高かったと推測することができる。これは、

問いの難易度、単元の開講時期あるいは授業資

料といったような交絡因子が多く一概に授業設

計によるものとは断定できないが、事前課題の

内的動機付けや種々のコミュニケーションが学

生の理解を促進した可能性がある。 

 

5 今後の課題 
5.1 動画視聴による内的動機付けの限界 

本設計の授業は多くの学生の学習の導入に

寄与できたと考えているが、全ての学生に効果

があったものではない。動画の視聴を途中で止

めている学生や授業の直前まで見ていない学生、

小テストに真剣に参加していない学生など、内

的動機付けができなかった学生は散見される。

今後も学生の学習状況を注視し、他の方策を施

行していく必要がある。 

 

5.2 コミュニケーションへの参加者の限定 

Slido®を用いた授業時間内の双方向のやり

とりはおおむね学生に好評であったが、全ての

学生が積極的に取り組んでいるわけではない。

現状では Slido®に参加しないことによる学生の

デメリットはなく、ただ他の学生の意見を閲覧

する傍観者となっている学生も多い。また、講

義への参加意欲が低く、Slido®が稼働している

ことにも気づいていない学生がいることもあり

得る。 

また、リフレクションシートに記載された

コメントや質問に返答する動画の配信について

も、全ての学生が質問しているわけではなく、

動画の視聴をしていない学生もいる。コミュニ

ケーションの当事者ではない学生についても、

他者のやり取りを共有する機会となっており一

定の効果は期待できるが、参加者が限定されて

いる状況が課題となっている。 
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